
自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々
に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取り組みを積極
的に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

カンファレンスで具体的な実例や防止策を検討した
り、身体拘束ゼロのガイドラインを学び、意識の向上を
図り、防止の徹底に努めている。

認定更新時、運営推進会議や面談時等の市の担当
者が来訪時には、ホームの様子や入居者さんの暮ら
しぶりなどの現状を伝えることのできる良い機会となっ
ており、意見やアドバイスを求めるようにしている。

前回の目標達成計画に挙げられていた通り、事業所
から行事や会議の案内をお知らせしているが、今のと
ころ、欠席という返事が多い。福祉事務所や地域包括
支援センターとは随時、連絡をし、相談を行っている。

今後も事業所の活動を知ってもらえるように、
行政機関に対して積極的にお知らせをし、働
きかけをお願いします。

玄関や門をオープンにした状態で、安全を確保しなが
らも、地域に開かれた自由な暮らしを支援する為に、
入居者さんの心身の状態に配慮し、家族や近所の方
にも、理解と協力を要請している。

玄関や門の施錠せず、自由に出入りできるようになっ
ている。利用者の離苑もあるが、近所の方が顔を覚
えていてくれ、職員がくるまで話をし、引き留めてくれ
ることもあった。職員は身体拘束をしないケアに取り
組むため、色々な対応方法を検討し、工夫している。

ヘルパー2級の実習を積極的に受け入れ、人材育成
に努めている。その際は、入居者さんの不安や混乱に
つながらないよう職員が間に入ったり、またプライバ
シーにも配慮している。

外部評価の結果の取り組みについて、運営推進会議
でも、報告、検討し、意見やアドバイスをもらい、今後
のサービス向上につなげたり、協力をお願いしてい
る。

２ヶ月に１回開催している。参加者は町内会長や近所
の方、家族、職員などである。会議に参加すること
で、事業所の事を知って頂き、自分たちが出来る事が
あればお手伝いしますと言ってくれる人もおり、協力
関係ができつつある。

理念を目標とし、カンファレンスで話し合い共有、再認
識したり、スタッフルーム、玄関に掲げ、日々のケアの
中で実践できているかを振り返りながら意識づけして
いる。

「なじみの関係作り」「その人らしさを大切にする」とい
う理念を実現するために、具体的にどうしたらできる
のかという事を職員で話し合い、できることから実践
をしている。

地域の保育園や小学校を慰問し交流したり、近所の
方と畑の作物を交換し合い、散歩の時など、笑顔で挨
拶をかわしたり立ち話をしたりと、自然に顔なじみの関
係ができている。

地域の方から畑の作物や柿、季節には鈴虫の差し入
れがあったり、利用者の名前を覚えてくれ、散歩中に
話しかけてくれるなど日常生活の中で行き来ができて
いる。また、広い庭には近所の子供たちが遊びに来
ることが多く、利用者は楽しくその風景を見ている。

利用者の作品を集め、文化祭のような行事を
開催し、作品を見てもらう楽しみを作りたいと
言われる。とても面白く興味のわくイベントな
ので、是非挑戦して頂きたいと思います。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って働
けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングして
いくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取り組みをしている

職員の立場や経験、実績に応じて事業所内外の研修の情
報提供をし、受講参加を勧めたり、資格取得に向けた指導
を行っている。また研修参加者がカンファレンスで内容を報
告したり、報告書作成、全員で閲覧している。

他ホームでの実習を通して、自施設の見直し、振り返
りにつなげている。お互いに良い刺激となり、意見、ア
ドバイスをケアに取り入れ活かすことで、サービスの
質の向上を目指している。

日頃から気軽に声をかけ、コニュ二ケーションを図り、
何気ない会話の中からも職員の意見や思いを傾聴す
るとともに、月に１度のカンファレンスで全体の情報や
意向を把握し、良い職場作りに働きかけている。

カンファレンスや日常的なコミュニケーションを通し
て、職員の意見や思いを把握している。管理者の温
かい雰囲気や新人への気配り等もあり、職員は話が
しやすい。また、職員同士の仲がよく、お互いの個性
を生かして協力し介護を行っている。

同法人の事業所に研修や見学に行くなど、職
員のスキルアップを図っている。今後も外部
研修や勉強会など積極的に実施し、職員の
見識を広げる機会を増やしていくことを期待
します。

職員の過労やストレスが集中しないよう気を配り、良
好な人間関係を保ち、チームで助け協力し、また長所
を発揮でき、やりがいや向上心につながるように配慮
している。

特に不安や疑問点には、時間をかけゆっくりと丁寧な
説明を心がけている。リスク面や重度化、看取りへの
対応についても安心や同意を得られるように努めてい
る。

入居者さんの思いを最優先に考え、意思の疎通が難しい時
でも共同決定できるよう支援しているご家族にも遠慮なく訪
問でき、相談しやすい雰囲気で接し、意見や要望にもできる
だけ希望に沿える方向で前向きに検討している。

ご家族が来訪した時に最近の状況を伝え、意見や思
いを聞くようにしている化粧が好きな利用者が家と同
じようにお部屋で化粧ができるように化粧台や座布団
などを用意してもらう等、利用者が充実した生活がで
きるよう職員と家族で話し合っている。

研修会などで、制度について学びの機会を得たり対象
となりそうなケースでは、専門家に相談しアドバイスを
いただけるような体制作りをし、支援に結び付けてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に
本人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている

入居者さん同志が良好な関係を保てるよう調整役とな
つたり、目配り気配りしている。また趣味や楽しみの共
有を通して、さらに会話を楽しんだり、なじみの関係が
できるよう配慮している。

訪問時には、家族の支えが何よりもかけがえのない
大切な存在であることから協力を依頼し、近況報告や
今後のケアの方針について相談し、方向性を共有し、
一致していけるよう心がけている。

入居後も今までの生活の中で、支えてくれたなじみの
知人の方と交流出来たり、手紙や電話のやりとりが継
続できるよう働きかけている。

利用者の自宅付近までドライブしたり、家族の協力に
より、お墓参りや行きつけの美容院へ行ったりするこ
ともある。学校の先生をしていた方がおり、季節の変
わり目に知人に手紙を書く習慣があり、一緒に郵便
局へ出しに行くなど、お手伝いをしている。

困っていることや不安に感じていることには、速やか
に実行し、できないことにも前向きに検討を繰り返し、
他サービスも視野に、支援策を案じている。

入居さんと職員が共同生活の中で、助け合い協力で
きる関係に留意し、お互いにいたわり、感謝し合える
良好な関係である。大先輩である入居者さんに生活
の知恵、指針を教えていただく場面も多い。

ご本人、家族の双方に見学をお願いし、困っていることや要
望など思いに向き合うようにしている。実際にホームの雰囲
気を見ていただいたり、職員に触れ合い、できるだけゆっくり
時間をかけ、徐々に安心や納得が得られるように心がけて
いる。

現状をしっかり把握し、困っていること、不安に感じて
いる点など聞き取り、対応策について検討の上、わか
りやすく説明、理解していただけるよう努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に
努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映
し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

個別記録に会話や気付き、普段と違った様子を記入
することで、入居者さんの状況変化を把握し、情報共
有でき、ケアの見直しに役立てている。

ご本人や家族の状態、状況に応じて通院や送迎など
柔軟に対応し、必要なサービスを臨機応変に提供でき
るように取り組んでいる。

1人1人の有する能力を見極め、どのように声かけ援
助する必要があるかに注視し、暮らしの中でできる可
能性を広げ、増やしていけるように働きかけている。

より良い生活の実現のため、ご本人や家族の思いや
現状を敏感に察知し、カンファレンスでアセスメントや
モニタリングなど話し合いをし、気付きをタイムリーに
介護計画に反映し、実行している。

利用者の状態をよく観察し、変化や出来事など職員
が気付いた事を連絡ノートやコミュニケーションノート
に記入し、情報を共有しており、状態変化に合わせ迅
速に介護計画を見直している。カンファレンス時に職
員が意見交換を行い、介護計画に反映している。

ご本人の真意は何か？に寄り添い、望んでいることは
何か？を把握するようにしている。日頃から表情や言
動からくみ取れるような関わりを深め、ご本人の立場
で検討している。

自分の思いをうまく言い表せない利用者も多い。職員
は日常会話や関わりの中から、本人の思いや意向を
くみ取るように努めている。家族にも面会時には近況
報告をし、意見や思いを聞き、プランに反映するよう
に努めている。

プライバシーに配慮しながら、無理のない範囲で生活
歴や暮らしぶりなどの情報収集し、ご本人らしさや居
心地の良い暮らしの実現に役立てている。

他施設に移り住まれた時は、これまでの暮らしぶり、
注意点などの情報提供を行い、円滑な生活ができる
よう連携を図っている。また機会を作り訪問したり、長
くお付き合いしていただけるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援
している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、又、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。あるいは、そうした場合に備えて病院
関係者との関係づくりを行っている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しながら
方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身に
つけるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

消防署の方の指導のもと、地域の方にも参加して頂き、定
期的に地震、火災を想定した避難訓練を実施している。いざ
の時は、近隣住民の方の応援が不可欠であることの理解と
お願いをし、救出方法、避難経路の確認を行っている。

年２回、避難訓練を行っている。地域の方にもお知ら
せをし、参加して頂いている。また、非常食を備蓄す
るなど災害時の対策も行っている。近々、助成金を利
用し、２階から避難用の滑り台を設置する予定であ
る。

防災への取り組みを多方面から考えられて
いる。今後も地域との協力体制を構築し、地
区全体の防災意識を高める役割を担ってほ
しい。

ご本人、ご家族の希望を最優先に、ホームで出来得る最大
限の支援方法について、チームで話し合ったり、ご本人、ご
家族に説明し理解を得るようにしている。意向については、
その都度、意思確認を行い、終末期を安心して過ごせるよ
う、医療、看護との連携も密に図りながら、取り組んでいる。

本人や家族の希望があれば、事業所でできる事を説
明し、医師の協力のもと対応している。状態変化に伴
い、随時家族に意思確認を行い、悔いの残らないよう
支援をしている。

緊急時に慌てず適切に行動できるよう対応マニュアル
を作成し、周知徹底している。また、勉強会で看護職
の指導を得て、ケースの想定、シュミレーションを定期
的に実施し、実践力の向上につなげている。

看護職員を配置し、体調変化を見逃さないように日頃
の健康管理、医療面での相談、助言など連携してい
る。異常があれば、早期発見し報告、適切な医療を早
急に受けれるよう配慮している。

入院時には、ホームでの暮らしや支援状況などの情
報提供したり、定期的に面会している。環境変化に伴
うダメージ、負担を考え、ホームでの対応可能な段階
で、早期に退院・帰園できるよう働きかけている。

地域やボランティアの方に会議や行事に、参加協力い
ただくことで、入居者さんと関わりができ、認知症の理
解も深まっている。地域の中で、安心した生活が継続
できるよう、つながりを大切にしている。

ホームのかかりつけ医の方もおられるが、入居前から
やご本人、ご家族の希望のかかりつけ医となってい
る。他科受診の際も、ご家族に同行、代行し、ホーム
での様子や状態報告を行うなど、柔軟な対応をしてい
る。

協力医院より、毎週かかりつけ医が訪問しているた
め、皮膚の状態や鼻水が出ているなど細かい事でも
報告し、相談することができる。また希望があれば整
体師が週３回訪問し、マッサージなど施行しており、
利用者は痛みが和らぎ、動作が良くなる等とても喜ば
れている。

かかりつけ医や整体師など外部からの訪問
により、職員は新しい情報を得ると同時に、
利用者は事業所以外の方と話をする機会を
持つことができる。これからも多方面からよい
協力を得られるよう関係作りを行ってほしい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を
どのように過ごしたいか、希望にそって支援し
ている

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている

その日の体調や摂取量を把握し、記録に残している。食事
量や形態も個別に対応し、食べやすく工夫している。高カロ
リー補助食品を主治医より処方して頂いている方もいるが、
嗜好品なども組み入れ、メリハリのある食事を心がけてい
る。

毎食後、全員の方に個々に合わせた方法で、口腔ケ
アを促している。その際、口腔内のトラブルの有無に
ついても、さりげなく確認している。また、口腔体操を
日常的に行うことで、嚥下障害予防に努めている。

更衣や入浴時の衣服は、基本的にご本人の意向だ
が、困難な方にも、選択肢の中から選びやすいよう支
援している。また、行事、外出の際に、お化粧やアクセ
サリーなどでおしゃれを楽しめている。

畑で収穫した野菜、もらい物の野菜を食卓に並べ、季節感
を取り入れたり、食事の出来上がる過程の中で、匂い、音を
楽しみ、メニュー表で確認して頂いている。また入居者さんと
職員が、一緒に食べる事ができる家庭的な雰囲気を大切に
している。

業者に食材の配達と献立を依頼している。調理は専
門の職員が配置されている。メニュー表をフロアに掲
示しており、職員と一緒に確認している。毎月の喫茶
店では飲み物やケーキのメニュー表を作り、本人に
選んで頂いたり、行事の時にラーメン屋さんを呼ぶ、
おやつ作りをする等、楽しみ作りを行っている。

入居者さんに合わせた声かけ、問いかけを行い、言葉
以外の表情からも真意がくみ取れるように日頃から、
話しやすい雰囲気作りや寄り添いを大切に、自己決定
を支援している。

大まかな1日の流れはあるが、時間を区切るようなパ
ターン化した過ごし方はせず、その日の個々の体調や
ペースを中心に、声かけし見守りながら個別的に対応
している。

入居者さんの気持ち、尊厳を大切に考え、プライバ
シーに配慮し、さりげないケアを心がけている。また、
個人情報の守秘義務について共通理解のもと、責任
ある取扱いと管理を徹底している。

特に排泄介助の際には、本人の切なさや申し訳ない
という気持ちに配慮し、大きな声で言うのではなく、さ
りげなく声かけをするよう努めている。言葉遣いは家
庭的雰囲気を保ち、過剰に敬語を使わず、利用者を
尊重した丁寧さを心がけている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして、
トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支援を
行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた
予防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。又、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把
握し、家族や地域の人々と協力しながら出か
けられるように支援している

テラス、庭など、短時間でも自由に屋外に出て、気分
転換や外の空気に触れたり、季節感や自然を感じら
れるように、取り組んでいる。

天気のいい日に近所を散歩していると、名前を覚えて
くれた近所の方が声をかけてくれ、井戸端会議のよう
におしゃべりをすることもある。また庭の畑やウッド
デッキは開放されており、職員の見守りのもと、出た
いときに自由に出入りする事ができる。毎週火、金曜
日を買い物の日としており、利用者と一緒に外出して
いる。

入居者さんの個別ファイルの中に、薬の情報を保管
し、職員がいつでも詳細を確認できる。薬の変更時は
さらに、症状の変化を観察し、見守り強化している。

役割の中で、１人1人の能力や長所を発揮できたり、
日常生活で「ありがとう」の感謝の言葉を多く言い合え
る場面作りをし、喜び、活気につながるよう支援してい
る。

入居者さんのその日の体調や希望を伺い、共同決定
できるよう声かけを行っている。誘導時は羞恥心に配
慮し、拒否のある方には、Dr、ご家族に協力いただ
き、安心して入浴できるように、援助している。

基本的に週２回入浴できるよう支援している。入浴を
拒否される方には入浴剤や好きな音楽など利用し、
気分を変えて快適に入浴できるよう配慮している。ま
た、入浴前には利用者が自分で衣類を選べるよう、
職員が声をかけ、支援している。

日中を活動的に過すことで、夜間の安眠につながるよう、生
活のはり、リズムを整えるようにしている。夜間不眠があれ
ば、原因を究明し、取り除くこと、温かい飲み物やおしゃべり
でリラックスし安眠を導けるよう対応している。

ご本人の生活リズム、排泄パターンを把握し、紙パン
ツを使用している方でも、日中は、布パンツ着用し、ト
イレで排泄できる支援を行っている。誘導時は、羞恥
心にも配慮し、意思確認しながら支援している。

日中はできるだけ布パンツ＋パットを使用し、トイレで
の排泄ケアを行っている。トイレに行くために立った
り、座ったり、歩いたりすることが生活上のリハビリに
なるよう心掛けている。夜間ポータブルトイレを使用
する場合、朝には回収し、日中に利用者が戸惑うこと
がないよう配慮している。

リハビリ体操を日課とし、体を動かしたり、水分補給の
重要性をスタッフ間に浸透させ、水分摂取を促したり、
繊維質の野菜、果物をメニューに取り入れることで、ス
ムーズに自然排便できるよう配慮している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感や季節感を
採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

何をどのようにサポートすれば、自立支援につながる
のか？職員間で声かけや支援方法を検討し、共有す
ることで、より良いケアを模索し、チームで関わってい
る。

リビングにソファー、テラスに椅子があり、気分によっ
て１人でくつろげたり、気の合う人同士で談笑できるス
ペースを確保している。

その方が安心し、落ち着いて過ごせるよう、新たに購
入するのではなく、自宅でのなじみの品々やご家族の
写真を置いて頂き、居心地の良い環境作りに取り組ん
でいる。

お布団や持ち物など本人が馴染みのあるものをでき
るだけ持って来て頂いている。畳での生活が慣れて
いる方にはラグを敷き、床に座れるようにしたり、ソ
ファやお化粧道具、自分の作品などそれぞれ個性の
ある部屋となっている。職員手作りの名札や暖簾が
あり、プライバシーにも配慮している。

習慣のある方には、年賀状や季節の折々に手紙やは
がきを出す支援を行っている。入居者さんの希望に応
じて、電話での交流も継続できるよう援助している。

音、匂い、採光など不快な刺激となっていないか？に
気を配り、居心地の良い家庭的で季節感を取り入れ
た環境、生活空間の保持に努めている。

天井が高く、窓が大きく庭がすぐに見え、開放感があ
る。所々に温度計、湿度計が設置してあり、換気や明
るさなどいつでも快適に過ごせるよう注意している。
利用者は日中、フロアの椅子やソファで過ごすことが
多く、仲のいいもの同士で話をしたり、雑誌を眺めたり
ゆったりと時を過ごしている。

ご本人、ご家族と相談の上、少額のお金を所持してい
る方もおられる。ご本人の安心や、買い物後、お小遣
い帳への記入のお手伝いをし、社会性の維持につな
げている。

8/8


